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9月は「基本的教育と識字率向上月間」と 
   「ロータリーの友月間」です。 
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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

表紙写真の提供は、作品「くらげ」 

写真家 花畑 重靖 氏(海南東RC)  



2021－22年度国際ロータリー 

会長 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

9月は「基本的教育と識字率向上月間」です。 

 世界には子供達が基本的教育を受けられず、成人になって

も読み書きできない国や地域があります。基本的な教育と基

本的教育と識字率の向上は、貧困問題や、健康状態の改善、地

域社会と経済の発展、平和構築の実現に寄与します。 

 世界で5,800万人の子供が学校に通っておらず、4年間の初

等教育を受けた後も読み書きができない子供が2億5,000万人

おり、その結果7億8,100万人の成人が読み書きできません。低所得国で全生徒が読

み書きを習得した場合、1億7,100万人が貧困から抜け出すことができ、これは全世

界の12%に相当します。 

 本年度のRI会長シェカールメータ氏は、特に

女子のエンパワーメントに力を入れています。

男子に比べて、基本的な教育を受けることが

できない女子が数多くいます。もし、全ての女

性が初等教育を修了すれば、妊婦の死亡率は

66%減少し、読み書きができる母親を持つ子供

は、読み書きできない母親の子と比べて、5歳

以上まで生き延びる確率が50%高いといった

結果が出てきます。「基本的教育と識字率向

上」は、ロータリー７つの重点項目の一つでは

ありますが、他の重点目標である「母子の健

康」や「疾病予防と治療」にも密接な関係にあ

ります。国際ロータリーとロータリー財団は、この負の連鎖を断ち切るために尽力を

してきました。 

 2640地区においても主に東南アジアにおいて幾つものクラブが長年において、

現地の基本的教育に支援を行い、更に独自の奨学金制度によって、より高度な教育

の機会を提供してきたと聞いております。ロータリーが支援をすることによって成

人した子供達が社会で活躍することによって、より良い世界と世界平和の貢献に少

しでもお役に立てるのであれば、こんなに嬉しいことはありません。 



ロータリーの友月間について 

 人と人の繋がり方が、携帯電話・インターネットなどの進歩の

影響で、年々急速に多様性が増しています。その結果、各個人

の情報の発信の仕方、情報収集の仕方まで、多種多様になって

きました。 

 ロータリーの友誌のような紙媒体での発信は、確実に人の

目に触れるメリットはありますが、昨今の情報発信の観点から

見ると、読者にインパクトを訴えるには少し難しい時代となっ

てきているように思います。 

 ロータリーの友誌も、ネット配信・インターネットなど、試行錯誤されています。 

 私は、情報の共有の在り方について、真剣に会員同士と語らう場が必要であると、

一会員として考えております。 

 また、この問題は世代間でかなり、受け止め方が変わってくると思いますので、ど

の世代もお互いのジェネレーションギャップを相互理解し、ロータリーの友月間で情報

の触れ方について理解を深める活動が今後必要だと考えております。 

ロータリーの友地区代表委員  橋爪 誠治 

https://rotary-no-tomo.jp/tmp/info/tomo_tebiki.pdf 

https://rotary-no-tomo.jp/tmp/info/tomo_tebiki.pdf


【ガバナー公式訪問】  

８月２日 

海南東ロータリークラブ 

会長 魚谷 幸司 

幹事 宇恵久 視 

 

 

 

８月３日 

和歌山ロータリークラブ 

会長 知念 章雄 

幹事 廣井 久道 

 

 

 

８月４日 

海南ロータリークラブ 

会長 辻 寛 

幹事 山野 利明 

 

 

 

８月４日 

御坊東ロータリークラブ 

会長 北垣 剛 

幹事 細川 幸三 



【ガバナー公式訪問】  

８月５日 

橋本ロータリークラブ 

会長 小西康雄 

幹事 辻俊之 

 

 

 

８月５日 

大阪狭山ロータリークラブ 

会長 米澤清和 

幹事 岡田正一 

 

 
 

 

８月６日 

岸和田東ロータリークラブ 

会長 岡本平仁 

幹事 佐藤碩祠 

 

 

 

８月１６日 

和歌山アゼリアロータリークラブ 

会長 松本良二 

幹事 松本博 



【ガバナー公式訪問】  

８月１８日 

貝塚コスモスロータリークラブ 

会長 西上茂樹 

幹事 井谷隼人 

 

 
 

８月１９日 

大阪金剛ロータリークラブ 

会長 平井收 

幹事 西野寧一 
 

 
 

８月２６日 

泉佐野ロータリークラブ 

会長 北野勝彦 

幹事 浅田敏文 
 

 

８月２６日 

海南西ロータリークラブ 

会長 松本友希 

幹事 嶌村拓滋 

 

８月２７日 

和歌山南ロータリークラブ 

会長 上西豊基 

幹事 林芳史 



【ＲＩニュース】 

2023-24年度国際ロータリー会長に ゴードン R. マッキナリー氏 が選出される 

 2023-24年度国際ロータリー会長の指名委員
会により、スコットランド、サウスクイーンズフェ
リー・ロータリークラブ会員のゴードン R. マッキ
ナリー氏が選ばれました。対抗候補者が出ない
場合、10月1日に会長ノミニーとして宣言されま
す。 

 マッキナリー氏は、新型コロナウイルス流行の
中でテクノロジーを取り入れたロータリーの適
応力を高く評価。ロータリーが今後も成長し、人
びとの参加を促していくには、ロータリーの過去
の慣習の最も良い部分と組み合わせてこのア
プローチを継続していくべきだと述べていま
す。 

 「私たちは、地域社会で互いを思いやる意思
があることを学びました。ボランティアという概
念を最近受け入れた人たちが今後も奉仕して
いけるように、これらの人にロータリー入会を奨
励する必要があります」とマッキナリー氏。  

 また、オンラインでのシニアリーダーとクラブ
の直接的なコミュニケーションは、好ましい変化
として今後もロータリーに残していく必要があ
るとも述べました。その一方で、「より多くの交
流を促進するには対面での会合も依然として重
要」と加えています。 

 会員増強の最善の方法は「エンゲージメント
（参加／関わり）」であると考えるマッキナリー
氏は、クラブをより良くサポートするには、国際
ロータリー、地域リーダー、地区チームのすべて
がクラブと関わりあう必要があると述べていま
す。また、ソーシャルメディアを通じたエンゲージ
メントによって、ロータリーのブランドがより強く
なり、ロータリーがもたらす機会を多くの人に
知ってもらうことができる、また、政府・企業・そ

の他の団体のエン
ゲージメントがある
ことで有意義な
パートナーシップ
が築かれる、とも述
べています。 

 より積極的なエ
ンゲージメントがあ
れば、「会員基盤だ
けでなく、より有意
義な奉仕をする能
力においてもロー
タリーが成長でき
る」とし、「会員は組織の活力源です。新しいスタ
イルのクラブを設立するために、現在可能と
なっている柔軟性を活用することを奨励してい
きたいと思います」と語ります。 

 ダンディー大学を卒業（口腔外科）し、エディ
ンバラで歯科医院を開業。英国小児歯科学協会
の元会長のほか、学術分野で数々の役職を歴
任。長老派教会の元長老、クイーンズフェリー教
区元理事長、教会総会元役員。 

 1984年にロータリークラブに入会。グレートブ
リテンおよびアイルランドの国際ロータリー
（RIBI）の会長と副会長、国際ロータリーの理事と
各種委員会の委員長を歴任。現在は2022年
ヒューストン国際大会委員会のアドバイザーおよ
び運営審査委委員会の副委員長。 

 妻のヘザーさんとともにメジャードナーおよ
びベネファクターとしてロータリー財団を支援
し、遺贈友の会の会員でもあります。 

2022-23年度国際ロータリー会長は ジェニファー E. ジョーンズ 氏 

 カナダ、ウィンザー・ローズランド・ロータリークラブ所属。ロータリーの歴史で
初の女性会長となります。 

 ジョーンズ氏は、カナダにあるMedia Street Productions Inc.の創業者兼社長
です。ウィンザー大学の理事長、ウィンザー・エセックス地域商工会議所の会頭を
務めたほか、その奉仕活動が称えられ、YMCA Peace Medallion、Queen's Diamond 
Jubilee Medalを受勲し、カナダ人初のウェイン州立大学Pecemaker of the Year 
Awardを受賞しています。また、法学の博士号（LL.D.）を有しています。  



ＲＩ会長のイニシアチブ 

女児のエンパワメント 

 平等とは、平和で豊か、かつ持続可能な世界を
築くために極めて重要な基本的人権です。しか
し、世界を見ると、多くの女児と成人女性は保健
や教育などの分野での不公平、暴力や貧困に直
面しています。ロータリーは、クラブと地区が地
元と海外における女児の健康、福祉、教育、経済
的安定を向上させるプロジェクトを優先すること
を奨励しています。女児を守り、その地位向上を
図るプロジェクトに地域社会の人びとが参加でき
るよう、クラブ主導の取り組みや、地区補助金と
グローバル補助金を活用した取り組みを立ち上
げましょう。生活向上のためのリソースに女児が
アクセスできるようにすることで、公平さを高め
ましょう。 

ロータリーの成長：Each One, Bring One
（みんなが一人を入会させよう） 

 新会員を迎え入れてロータリーが成長すれ
ば、より多くのことを達成できます。つまり、奉仕
を拡大し、プロジェクトを通じてより大きなインパ
クトをもたらし、地域社会でのロータリーへの認
知と理解を築くことができます。 

 2021-22年度には、参加者の基盤を広げ、より
積極的な参加を促すことに焦点を当てて、全世
界のロータリークラブ会員数を 130万人、ロー
ターアクトクラブ会員数を30万人とし、これを維

持することを目標に掲げています。私たちは皆、
入会を勧められてロータリー会員となり、これが
素晴らしい贈り物だったことを知りました。ロータ
リーで充実した経験を味わいながら、より大きな
インパクトをもたらすために一緒に活動できる人
たちにも、この贈り物を与えることができます。
会員一人ひとりが今から2022年6月30日までに
新会員を1名推薦すれば、この目標の達成はけっ
して難しいものではありません。 

ロータリー奉仕デー 

 参加型のボランティア活動を市民が体験でき
るようにすることで、より強い地域社会が築かれ
ます。ロータリーは、いずれかの重点分野と関連
し、地域社会が抱える課題に取り組む活動をクラ
ブが実施し、家族や地元団体が参加できる有意
義なボランティア活動の機会を提供するよう奨
励しています。このような活動を通じて、職業や
ロータリー参加経験にかかわらず、地域社会の人
びとに行動人としてのロータリー会員の姿を見
てもらい、クラブと一緒に行動することを呼びか
けることができます。 

 世界的なテーマに沿って奉仕活動を計画する
ために、国連デーのリストを参考にすることもで
きます。行事や活動の後には、「ServiceDay2021」
のタグを使ってロータリーショーケースに写真や
動画を掲載してください。 

https://my.rotary.org/ja/news-media/office-

president/presidential-initiatives 

ロータリーが新しい会員認証プログラムを開始 

 RIは、新会員推薦者を認証するメンバーシップ・ソサエティを新たにスタートさせる。これは、会員基
盤の成長への多大なコミットメントと功績を示した会員を認証する新たなプログラムを立ち上げるも
ので、新会員推薦者を認証するメンバーシップ・ソサエティは、25人以上の新会員を推薦した会員を紹
介するバーチャル形式のギャラリーです。 

  推薦数が増えるにつれ、認証レベルが高まっていきます。 

認証レベル： 

 ブロンズレベル：25～29人の新会員を推薦 

 シルバーレベル：30～49人の新会員を推薦 

 ゴールドレベル：50～74人の新会員を推薦 

 プラチナレベル：75人以上の新会員を推薦 

 メンバーシップ・ソサエティに含まれるには、25人以上の新会員を推薦し、それをロータリーに報告
する必要があります。推薦は、正会員が自分と同じクラブに正会員を推薦するものとし、新クラブの創
立会員は含まれません。 

https://my.rotary.org/ja/news-media/office-president/presidential-initiatives
https://my.rotary.org/ja/news-media/office-president/presidential-initiatives


卓越したローターアクト・プロジェクト賞 
 「卓越したローターアクト・プロジェクト賞」は、ローターアクトの社会奉仕プロジェクトや国際奉仕プ
ロジェクトを称える賞で、地域賞と国際賞があります。応募締切は来年2月。ぜひ応募を！ 

https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_afKXfBwcPD1dIfI?
fbclid=IwAR29xSsfytIJzY8SvwQYuEq1BX0P7vwFShS9IZgtC2BITQVRJED2F6QUkV4 

目的 

 「卓越したローターアクト・プロジェクト賞」は、
人道的奉仕の促進という国際ロータリーの目標
を推進する、ローターアクトの卓越した社会奉仕
プロジェクトや国際奉仕プロジェクトを称えるた
めの賞です。 

選出手続 

 このオンラインフォームは、2022年2月1日まで
にご提出ください。各地域から1つのプロジェクト
が地域賞に選ばれ、全世界から国際賞の受賞者
が選ばれます。プロジェクトは、一つのクラブ、複
数クラブ合同、ロータリー地区全体、多地区合同
のいずれでも構いません。最大限の成果と協力
を促すため、複数のクラブや地区が協力してプ
ロジェクトを実施することを、国際ロータリーは奨
励しています。受賞者は、ローターアクト大会前会
議で発表されます。受賞対象となるのは、2021年
2月1日～2022年1月31日までに実施されたプロ
ジェクトです。賞の受賞歴のあるクラブも、応募資
格があります。 

選考基準 

 プロジェクトは以下の基準に基づいて審査さ
れます。     

持続可能性（25％）  

 「持続可能性」の定義は組織によって異なりま
すが、ロータリーでは「補助金資金がすべて使用
された後にも、地域社会の人びとが自力で地元
のニーズを満たしていけるよう、長期的な解決策
を提供すること」と定義しています。詳しくは、持
続可能性に関するガイドをダウンロードしてご覧
ください。 JA.pdf 

地域社会調査とロータリーの6つの重点分野にお
けるインパクト（25％） 

 活動に焦点をあてるため、ロータリーは持続可
能な変化に貢献できる分野を特定しました。卓越
したプロジェクトは、重点分野の中から選択した
分野において高い目標を設定すること、また、プ
ロジェクトを通じてもたらすことができるインパク
トについて考えることから始まります。単に、自分
たちが行いたい活動だけではありません。例え

ば、母子の健康
を守るための高
い目標とは、より
多くの女性が安
全に出産するこ
とができるよう
にすることなど
です。この目標を
達成するための
プロジェクトを立案しましょう。詳しくは、重点分
野のプロジェクトのアイデア をダウンロードして
ご覧ください。JA.pdf 

 新しいプロジェクトを実施する前に、地域社会
調査を実施して、その地域のニーズと強みを特
定しましょう。この調査を行うことで、地域のさま
ざまな側面をより良く理解できるだけでなく、活
動における優先項目を決める際に、受益者を含
めたかたちで意思決定ができるようになります。 

プロジェクトの成果を高めるためのロータリアン
や地元の専門家との協力（20％）    

 奉仕プロジェクトで最大限の成果をもたらし、
地域社会でのネットワークを強化するため、プロ
ジェクトの流れ（ライフサイクル）キットをご利用く
ださい。 

地元や海外の地域社会の人びとの人生を変える
というロータリーのコミットメントへの支援（15％） 

 世界中の地域社会の改善のため、クラブと地
区の会員がいかに「世界を変える行動人」として
活動しているかを紹介しましょう。 

プロジェクトの企画および実施に参加したロー
ターアクトクラブ会員の割合（15％）  

補足資料 

 プロジェクトの成果や影響を示す写真、ビデ
オ、ブログ、ソーシャルメディアサイト、地元報道
等へのリンクを提出できます。選考委員はこれら
の補足資料をプロジェクトの審査材料とします。
ただし、このオンラインフォームで提供された情
報のみが選考に使われ、国際ロータリーへEメー
ルや郵便で直接送られた資料は審査に使われま
せんので、ご注意ください。 

https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_afKXfBwcPD1dIfI?fbclid=IwAR29xSsfytIJzY8SvwQYuEq1BX0P7vwFShS9IZgtC2BITQVRJED2F6QUkV4
https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_afKXfBwcPD1dIfI?fbclid=IwAR29xSsfytIJzY8SvwQYuEq1BX0P7vwFShS9IZgtC2BITQVRJED2F6QUkV4


【地区活動報告】 

第１回 危機管理委員会並びに青少年交換委員会合同会議 

 地区青少年交換委員長 中田 眞豪 

 

 危機管理委員会並びに青少年交換委員会は、豊岡ガバナー、森本ガバナーエレクトはじめ、地区

の関係各位のご出席を賜り、第１回目の合同会議を、8月21日(土) Zoomシステムにて開催しました。 

協議事項は、以下の通りです。 

 (1)7月4日(日)開催「全国青少年交換委員長・危機管理委員長合同会議」内容報告 

 (2)「2022-2023年度青少年交換派遣学生募集停止の各クラブへの周知文書について 

 (3)今期危機管理委員会方針と危機管理計画の策定について 

 (4)2023-2024年度 青少年交換留学生募集の方向性について 

 長引くコロナ禍終息の目途が立たない状況下、

当地区では①RIの指針を踏まえ、今年度の青少年

交換学生の受入・派遣は無いこと、並びに②次年度

(2022-2023年度)の同募集活動は行わないこと、

以上2点の方向性が確認され、近く地区内各クラプ

に文書にて発信することとなりました。 

 また、福井危機管理委員長より、「危機管理につ

いて」のスライドに基づき危機管理全般についての説明を受けたのち、青少年プログラムやプロ

ジェクトの実施の条件ともなる、「危機管理計画」の策定の必要性と方向性について議論がなされ

ました。 

 今後の青少年交換事業の再開の在り方や危機管理の在り方についても忌憚のない議論が交わ

され、今期定期的な協議の必要性があることを再確認致しました。 

 今後も、引き続き、青少年関連各委員会と危機管理委員会が適切に連携していくこと、並びに地

区内各クラブに対し適切な情報発信を行うことを心掛けてまいります。 



ロータリー財団 地区補助金審査会 
 

地区ロータリー財団委員会委員長 中野 均 

 
 

日時 ２０２１年７月３１日（土）１４時～１６時 

場所 ガバナー事務所 
 

 地区内２１クラブより２０２１年～２０２２年度に実施する補助金事業計画と補助金申請額
を審査しました。各クラブの地域で実施する内容に加え、海外の友好クラブと共同で実
施する内容もあり、審査会において、全ての事業が適切とし、RI財団に申請しました。 



【クラブ活動報告】 

 

地域医療支援 伊都医師会様へ寄附 
 

橋本ロータリークラブ 

 

 新型コロナウイルス感染拡大の中、感染予防

のためのワクチン接種に、積極的にご協力を頂

いております医療関係者の代表であられる伊都

医師会様に感謝するともに、今後も地域医療へ

のご協力をお願いしました。寄附金は地域医療

に役立てて頂きたいと思います。 

 











地球環境保全プロジェクト延期について 

 過日、9月12日（日）の地球環境プロジェクトについて、ご案内をさせて頂きました。 

 これは、国際ロータリー第2820地区（茨城県）の呼びかけにより、同日に、世界中のロー
タリアンが、それぞれの地区で市民と共に海岸清掃を行うものであります。 

しかしながら、8月に入り、国内の新型コロナウイルスによる感染が拡大を続け、2820地区
の茨城県においても政府からの緊急事態宣言が9月12日（日）まで発令されることになり
ました。当地区においても、大阪府下での緊急事態宣言が9月12日（日）まで延長となって
おります。 

 この状況を踏まえて、2820地区からは、茨城県下でのプロジェクトは9月26日（日）に延
期されることの連絡が届いております。従来通り9月12日（日）にプロジェクトを実行される
かどうかは、それぞれでご判断下さいということでした。 

 当地区におきましては、大阪府下での緊急事態宣言が延長となっております。地球環境
保全プロジェクトを9月12日（日）に予定されていた分区、クラブにおかれましても、実施時
期の延期を検討して頂きますようにお願い申し上げます。 

 私たちは、「超我の奉仕」を活動の土台として、ロータリアンと
ローターアクターに参加型ボランティアの体験を提供しながら、
将来に会員となれる人たちをロータリーへと導くことのできるユ
ニークな立場にあります。私は、2021-22年度に少なくとも１回、
実践的かつ行動志向のロータリー奉仕デーのイベントを計画・開
催していただくよう、すべてのクラブにお願いしたいと思いま
す。このイベントは、ロータリー重点分野の一つ以上に該当する
地域社会の課題に、ロータリー内外のボランティアが一緒に取り
組めるものとする必要があります。 

 このイベントは、職業やロータリーとの関係にかかわりなく、地
域の家族や協力団体とともに有意義な奉仕に取り組む機会とな
ります。皆さんの意義ある活動を、地域社会の人びとに広く知っ
てもらいましょう。 

 皆さまと一丸となって、世界でより多くのよいことができることを願っております。 

国際ロータリー会長 シェカール・メータ 

「2021-22年度ロータリー奉仕デー」のイベントとして認められるには、次を満たす必要があります。 

•二つ以上のロータリークラブ、ローターアクトクラブ、インターアクトクラブによって計画されたものである（協力
するクラブが同じ国か海外であるかは不問）  

•ロータリー重点分野（一つまたは複数）に一致している 

•イベントへの関心を高めるため、少なくとも一つのメディア（フェイスブック、ツイッター、地元紙等）で周知を行う 

•参加者の少なくとも25％は、現ロータリー会員ではない 







 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


